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研究の目標と方法
日本住宅公国政 ModularCoordinationに対する研究の一環として， 台所作業合の標準設計
をめざし，その手はじめとして昭和31年に相撲女子大浜口みほ氏.Industrial Designer新庄晃氏
を中心として「台所廻りの寸法と試作」その他の研究芭りを実施した。
それらの結果，第1図に示す如き「流しJ中心式のいわゆるポイントシステムと称する作業台を
|〔11-制作和して発表採用した。
I ~ その後，昭和34年それらの使用実態を把握する目的
一一一一d J をもヲて，東大ヱ学部吉武泰水氏らを中心として「台
?，??
? ?
?
??
所に関する調査研究」が行われた。
住宅公団大阪支所においても，前記公団規格型作業
台と，その外数種の作業台を設計し，採用してきてい
る。従ヲて， 実際の住生活が行われた場合，収納，作
業の面において夫kの得失が現われているものと，思わ
れる。
昨年度とれらの得失を明らかにし，今後における公
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第1図 公団復格霊件集合
団住宅の標準設計台所の改良資料を得る目的をつて，台所tL関する研究を委托された。その研究結
果の収納に関する一部については，昨年度本学紀要に発表したmL
本稿では，前記規格型について支所として細部に若干の改良を加えた，準規格型とも称すべき
「流し」中心のポイントシステムの作業台(第2図参照。以下とれをS型と略称す〉と，準備台を
もついわゆる流れ式作業台(第3図参照。以下とれをF型と略称す) との作業上における得失につ
いて，比較，検討を試みたものの一部について，発表するものである。
即ち，とれら各種作業台の型の相違，位置，台所空聞と住宅の平面構成との関連等により調理作
業の上にあらわれる得失を，日A くりかえされる住生活を通して明らかにするととによって，今後
におけるわが国集合住宅の台所設計の参考資料とするととを主要た目的としている。
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従来，わが国における一般住宅の台所作業台については，各種の料理献立等による実験結果より，
流れ式作業台が良いといわれている制。
第3図
近代的た意味におけ
るわが国集合住宅の台所作業合については，前記の研究以外来だ積極的主主究明は行われてい君主い。
台所作業合の究明にあたヲては，台所において主婦の行う調理作業は極めて広汎多岐にわたる
が，とれら作業者とあくまで観念的危生活行為としてでは主主<. 時間的，空間的に流れる過程として
把握し，ζれらと各作業合との関速において，とれを分析考察するととが必要である。
しかも快遥た台所作業を要求する，しかし，限られた台所空聞において，
従って，普通の家庭において極めて一般的と思われる調理作業を想定し， とれを(1)下携え， (2)調
理， (3)配膳，(4)後片づけの4ヲの作業過程に分析し， とれら作業過程と台所作業台との関連を各作
各種調理作業に及ぼす得失業台別に比較検討するととにより，所期の目的である作業台の相異が，
について明らかにしようとした。
わが国の集合住宅の如〈極めて狭小君主台所空間で， しかもかかる圧縮された台所作業台のまた，
種k の要因から常にいろいろの調理器場合，単に収納空聞からのはみ出しによるばかりではたし
それが調それらが作業の際に他に移され君主ければたらたいため，具等が台所作業台の上に置かれ，
とれについても分析検討を理作業の流れに障害を与えることについても明らかにする必要があり，
加えた。
旭ケ丘団地にお調査対象住戸は，前稿tL述べた如<.大医附近における典型的団地である香里，
3 より50戸，いて RandomSamplingにより夫A2DK住戸 (2居寝室+グイエングキ yチン)
各作業合が同数とたるように計76戸を調査対象住戸K型住戸 (3居寝室+台所)より26戸を抽出，
とした。とれら住戸平面については前稿附図を参照されたい。
殆んどがいわゆるホワイトカラーの家ま?と，対象住戸の居住者についても，前稿に述ぺた如<.
世帯主の世代は30代が最も多い。その他居住者の詳細については前稿を参照されたい。庭にして，
調 理 作業 の分析研究
その移動
( 2 ) 
調理台上~常に置かれているものと，1. 
野々村・下河内:台所作業会について -19 -
~竺~I F 型 |百分比%11s 型 |百分比%
計告器量周具 針カ リ
炊 飯 2弄 24 (4) 15 (4) 
茶 び ん 16 (4) 15 (4) 
トースタ ー 6 (1) 7 (3) 
加号罪害事月具 ナ ，、4・ 4 (2) 2 (1) 
オープン 2 
電 察在 骨是
針 53(1) 55 39(12) 46 
71djJりカゴ 8 (3) 17 (3) 
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マホーピン 4 (1) 
貯綜蔵用具 オヒツ 2 
野菜カゴ
アイスボックス
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調理台上に常に置かれているもの
を，作業台別に分類すれば第1表の如
し。
即ち. F型作業台の場合，調理台上
に常に置かれているものは，カロ勲用器
具が最も多<.つぎに調理用器具が置
かれているととが多い。
S型作業台の場合をみても，前者と
問機加熱用器具，調理用器具の順とえに
っている。
また.t.終俊台のあるF型作業台の毎
合，準備台の上には， 1設にどのような
ものが置かれているかをみれば，第2
表の如き結果とたっている。
では，ζれら調理台上に常に数多〈
置かれているものが，調理にかかる前
に他の場所に動かされた〈てはなら君主
¥1，<， それらが何処へ動かされるかを切
らかにする必要がある。
いま動かされるものについてのみ例
数をあげれば，第1薮の括弧内の数字
の如し。
即ち，炊飯器については39例中8例
茶ぴん除31例中8例.7k切りかどは25
例中6例， トースターは13例中4例，
ジャ ーは8例中3例と，約20%内外の
移動がみられる。そしてモの移動先についてみれば. s型作業台の場合はほとんどが食卓であり，
とれに反してF型の場合政，食卓への移動の約半数近くのものが準備台へも動かされ，調理作業に
引き続いて使用されるべき食卓本来の機能を担うとと泣く準備台は役立守ている。
2.下祷え
下祷えの作業としては.(a)材料の取り出し.(b)野菜の皮をむしの2つの行為をとりるげて分析
を試みた。
(a) 材料の取り出し
下橋えの 1つの行為として，取り出された材料は何処に置かれるかをみれば. s型の場合も F型
の場合も， 第 3表~示した如〈餌理台，流しに置かれるととが多い。しかし，無論S型の場合には
( 3 ) 
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第2表 準備合上』ζ常』ζ置かれるもの
--~ 作業合 I I ---_____ I F 型|百分比%
品目別 ------1 1 
ムシキ 2 
加費票用 茶びん 4 2器具
計 6 10 
水切りカゴ 21 
/~マ ト l 
開保 運用 マナ 板 10 J王 ボ ー Jレ ? 
ミキサ ー
計 35 61 
ジ ~ - 3 
貯器 蔵用具 7 ホーピン
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スポンジ 1 
洗 剤 5 
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調官3表取り出した材療の置場
IF 型 |百分比%1s 型 |百分比%
関 理 .ロ4泊、 1 29.0 15 39.6 
流 し 10 26.4 11 29.0 
主解 備 合 6 15.8 
ホ切繍 叉流 1 2.6 
関理合叉食卓 3 7.9 2.6 
関理合叉流 2 5.2 2 5.2 
食 JI[ 4 10.5 3 7.9 
床 の 上 l 2.6 
食卓叉流 2 5.2 
解 り ぬ 4 10.5 
計 38 1 100 
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関 理 合 2.6 
流 し 34 89.6 34 89.6 
床 の 上 2.6 
2.6 
食 占草 l 2.6 l 
2.6 
関連合叉食卓 2.6 
Jぜ Jレコニュー ・ 2.6 
解 り ぬ 1 2.6 
計 出ヱ
準備台が大いに利用されているととを見逃すととは出来君主い。
(b) 野菜の皮をむ〈
とOcr罵鈴薯の皮をむく」 ξいう行為を想定して，調査を行った結果除第4表に示す如し。
即ち.F型の場合も.s型の場合もいずれも909杉流しカ得甘用されている。
調理作業の下繕えは準備台で行われるのが一応合理的と考えられるが，上記の如き7.l<1'C濡れても
支障のたい作業の場合，かかる狭小完工作業台で，殊に前記の如〈準備台の上に常に種Aのものが置
かれているとき，準備台は下排え作業のための， いわゆる準備台としての佼われ方が注され貫主いの
は当然ι恩われる。
3. 調理
調理作業としての行為を.(a)まな板を使う， (b)きヲた材料をザJレやボーノレI'C入れて台上に置し
に)材料をあえる， ζねる，まぜる，する，形を整える.(d)ナベの董を加熱中に一時的に置し (e)ナ
ベを加熱中一時おろす.(f)あげものをする.(g)炊飯器の使用，の7つの普遍的た行為を想定し，と
れらと作業台との関連を明らかにした。
(a) また板を使う。
日本の調理作業においてまた板を使うとと陰極めて多い。とのまた板を使うというのを分析した
( 4 ) 
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調u衰 まな板を 使 う
IF 製 |百分比%~ s 型|百分比%
調 理 1.泊3、 14 10 26.0 
流 し 12 31.6 23 61.2 
t終 鎚 4口h 6 15.8 
弱還合叉流し 3 7.9 2 5.0 
調理合叉食卓 2.6 
調理合叉スライド 2.6 
調理合・涜し問 3 7.9 
解 り ぬ 1 2.6 
針
宮町B褒 切った材糾の置場
IF 型|百分比%1s 捜 |百分比%
調 王額 合 19 50.2 ! 20 52.8 
音信 し 3 8.0 5 13.2 
f程 備 ぷc泊、 7 18.4 
* 切 初 2.6 6 15.8 会 -<L 2.6 2.6 
調理合叉流し 2.6 
水匂踊叉調理合 1 2.6 
準備台又関理台 2.6 
冷蔵庫上 2.6 
調理合叉食卓 2 5.2 
務し・鯛混合の問 1 2.6 
流し又水切翻 2.6 
準備合・流しの間 2.6 
解 り ぬ 2 5.2 2 5.2 
針
結果は第5衰の如し。
即ち. F型の場合は，調理台での使用カ{37%
流しでの使用が319ぢでるるのに対し.s型作業
合の場合は，調理台が26~杉， 流しが619話と念づ
ており.s型の揚合流しでの使用が極めて高い
が. F型の場合は，調理台と流しがほぼ同数の
利用を示している。
(b) きった材料を台の上に置く
F型作業合の場合，約半数が調理台，ついで
18%が準備台ム分布が集中している。
S型の場合は約半数が調理台，ついで7.1<.切棚
16~杉，流しが13%ム分布の拡散がみられる。
C第6表参照〉
即ち. F型の場合，準備台は役立っているが
S型の場合は，流しゃ水切棚が利用され，それ
ら本来の機能を減殺している。
(C) 材料をあえる，とねる，まぜる，する，
形を猿える。
調理作業の過程において，材料をるえる，と
ねる，まぜる，する，形を整えるといった性格
の異たる諸行為と作業台との関連を一括して考
えるととに問題もあるが，便宜上ζれを一括し
てまとめた結巣は第7表に示す如し。
第7表材斜をあえる。ζねる。 梅 即ち. F型の場合，調理合の使用が53~杉と調
調 王墨 ぷE〉2、
食 卓
流 し
食卓叉閥理合
流し叉絢迎合
床 の 上
調理台叉準備合
務理合叉スライド
t僕 備 1s 
解 b ぬ
官十
1 F w l百分比%~ s 型百分比% 理台への集中皮は高 <.食卓の利用除26%であ
20 
10 26.0 
2.6 
2 5.2 
2 5.2 
2.6 
2 5.2 
9 23.7 
14 36.9 
5 13.2 
6 15.8 
2.6 
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り，他は分散している。
ζれに反しS型の場合は，調理台の使用が23
%と低くたり，逆に食卓の利用が37%と上鼻
し， ついで食卓又は制理台との答が16~杉，流し
の利用が13%あり. F型の場合と比較すれば，
作業場所の集中性が撞めて少し種kの空聞が
調理台としての機能を便宜的に要求され，作業
過程の混乱性を実証している。
(d) ナベの蓋の一時的置場
加熱開理中， ナペの蓋をとって一時的に置〈という場合の置場についての分析ぽ第8表に示す。
( 5 ) 
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即ち， F型の場合は669杉がコンロ台に隣接の
調理台に置いているのに反し， s型の場合は流
しに299杉が賢かれ，ま?とコンロ台に249杉，調理
台11%と，その置場の分布が極めて拡散し，前
と同様作業の流れを混乱せしめているととを明
らかにている。
(e) ナベの一時的置場
前と同鎌加熱調理中ナペを一時的におろす場合の分析については第9表の如し。
第8表 ナベ量産の一時的置場
/F 型 |百分比%1s 裂 |百分比%
関 理 ，ロA、 25 66.0 4 10.5 
コンロ合 6 15.8 9 23.7 
流 し 1 28.9 
食 卓 3 8.0 
務理合叉コンロ合 2 5.2 2.6 
水 切 繍 3 8.0 
コンロ合叉流し 2.6 
食卓叉涜 し 2.6 
冷蔵庫の上 l 2.6 
流し叉スライド 2.6 
食卓叉調理合 2.6 
ハンガ -ー 2.6 
食卓叉コンロ合 2.6 
解 り ぬ 2 5.1 3 7.9 
?
S119表 ナベを一階句におろす場
IF 型|百分比%1s 恕|百分比%
調 理 4C〉3、 22 58.0 11 29.4 
食 卓 l 2.6 5 13.2 
食卓叉調理台 5 13.2 2.6 
コンロ合 2 5.2 2.6 
調理台叉コンロ台 3 8.0 2.6 
7Jc 切 樹 2 5.2 
流し叉調理台 2 6.2 
スラ イ ド 7.9 
コンロ合叉食事 5.2 
洗 濯 機 2.6 
床 の 上 2.6 
派し叉冷蔵庫 2.6 
米 ピ ツの上 2.6 
調謬合叉*切棚 2.6 
食卓叉床 2.6 
調理台叉杭の上 2 5.2 
調理台叉準備合 2.6 
流 し l 2.6 
叉床叉食パ卓Jレコニー 2.6 
解 り ぬ 4 10.5 
? 副1∞|おい∞
即ち， F型の場合， 58%が隣接の調理台に置いているが，s型の場合は置場の分布が極めて拡散
し，隣接する流しをとえて調理台に299杉，食卓に139杉，分らねとの答えが11%もあり， 前と問機の
結果を笑証している。
(fl あげものをする
a>げものをする場合は，タネやコロモの夫k のいれもの，一時的にあがったものの置場， あげも
のの終了時のあげものの置場等ム調理作業中に種kの空聞を必要とし， かつ我生の家庭で極めて
ポピュラーた料理の代表例としてとれについての分析を試みた。
タネやコロモを準備して，調理が完了するまでの作業を想定し，主としてどのようゑ空間が利用
されているかを分析すれば，第10-12表の知し。
即ち， F型作業台の場合は， グネやコロモの夫k の容器は， 799杉の家庭ではコンロ台に隣接の調
理台に置かれ，また， あがったるげものの一時的置場としては，食卓が239杉利用されている。調理
完了時のあげものは，食卓に74%と集中して置かれている。
とれに反してS型の場合札タネやコロモの夫A の容器は，機能的にも本質的にも異質である流
( 6 ) 
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第10表 揚物の場合， タネやコロモの置場 書官1褒 あげ物中のあがったもののー#鞘令置場
I F ?J!I百分比%1s 郡 |百分比% IF 型 |百分比%1s 型 |百分比%
調 潔 -e 30 79.1 7 18.4 
流 し 14 37.2 
食 卓 4 10.5 7 18.4 
調理台叉食事 2.6 2.6 
スライ ド 2 5.2 
コ ンロ 合 2.6 
水 切カゴ 2.6 
涜し叉食卓 2.6 
食器量置叉洗し 2.6 
論理台叉スライド 2.6 
冷蔵庫叉食事 2.6 
電車 り ぬ 2 5.2 2 5.2 
針 38 110 
第12表 出来上勺たあげものの置犠
IF型戸分切1s 型 |百分比%
食 阜 28 73.9 24 63.3 
調 理 4E3 a、 2 5.2 2 5.2 
スライ ~. 1 2.6 4 10.5 
洗 溜 機 3 7.9 
t供 備 .g 品、 2 5.2 
流 し 3 7.9 
茶 ダン ス 2.6 
解 り ぬ 3 7.9 2 5.2 
計
食 卓 9 23.7 1 29.2 
調 理 合 15 39.6 4 10.5 
コン ロ 合 4 10.5 8 21.0 
ス 7 イ ド 3 7.9 2 5.2 
流 し 5 13.2、
洗 海 綴 2.6 3 7.9 
机 2.6 
コンロ合叉食卓 2.6 
水屋 の 上 2.5 
ホ切リカゴ l 2.6 
調理合叉食卓 2 5.2 
冷 高臨 /i l 2.6. 
解 り ぬ 2 5.2 2 5.2 
計
しに置かれるのが379杉と最頻値を示しついで流
しをとえて調理台に，ま?と食卓にが夫々18%.残
りがその他のととろとその置場の分布が極めて
分散を示 し，作業の混乱を明らかにしている。
つぎに調理中のあげものの置場としては，食卓
の299杉をモードとして分布の拡散がみられる。
調理完了時のるげものの置場については. F型
の場合と同様，食卓に集中がみられる。
(g) 炊飯器の使用
炊飯器の使用場所についてもF型作業台の努
第13表 電気炊飯音量の使用場所
1 F tf!d IEi~J;t%ll 合比調翠台での棚が部%と調理台に著しく
F 型陪分比%1s 型 |百分比%
「 集中性がみられる。
調 理 1.コh 22 10 40 
コ ン ロ合 l 4 
予 備 ，広oコ、 5 20 
:食 卓 3 12 
冷蔵庫上 2 3 12 
スラ イ ド 4 
床 の よ 1 4 
洗濁畿 の 上 l 4 
25 1 1∞ 
(母 出来上づた料理の置場
??
針
ζれに反して.s型の場合は調理台での使用
が儲カ>409杉にして，その使用揚所は極めて分散
している。 (第13表参照〉
4. 配膳
(a) 出来上った料理の置場.(b)配膳はどとで
するかの2つの項目について分析の結果は次。
如し。
分析の結果は第14表に示す如し。
即ち，作業台の別主主く食卓に置かれているととが多い。
( 7 ) 
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????
?
?
?
??
↑
?
?
?
? ?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
食 卓 24 63.4 27 71.2 
調 理 .gヨ、 3 7.9 4 10.5 
ス ライ ド 4 10.5 2 5.2 
洗 潅 留農 2 5.2 2.6 
務理合叉:食事 2 5.2 
t慎 備 合 2 5.2 
調理合叉スライド l 2.6 
解 ら ぬ 2.6 3 7.9 
言十 叫2
第15表配膳 の場所
IF 型 |百分比%~ s 都 |百分比%
食 卓 30 79.2 24 63.3 
調 蕩 ~、 2 5.2 4 10.5 
洗 溶 犠 2.6 2.6 
ス 、ライ ド 2 5.2 3 7.9 
調理合叉食卓 2.6 2 5.2 
準 備 ぷEコ油、 1 2.6 
波 し 2.6 
机 2.6 
解 り ぬ 3 7.9 
計 己主
????
?
?
? ?
?
?
?
??
??
??
?
????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ヵ
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?? ?
?
?
?
?? ??
?
関 理 d口s、 7 18.4 23 60.6 
準 備 ~、 22 58.1 
苦転 し 2.6 5 13.2 
水切砲に吊して 3 7.9 2.6 
コンロ合・流し間 2.6 
準備台・流し閲 2.6 
コ ンロ合 2.6 1 2.6 
冷蔵庫の上 2 5.2 
* 切 綱 2.6 使用せず 2 5.2 5 13.2 
?
住居学
め) 配躍は!:とでするか
作業台の別汝〈食卓に集中している。(第15
表参照)配膳台の主主いとのようた狭小君主作業台
の場合，とれらの示す結果は当然のととと考え
られる。
5. 後片づけ
後片づけの行為については，(a)食後集めた食
器の置場， (b)7.K切りかどの使用場所の2項目に
ついて分析検討を試みた。
(a) 食後集めた食器の置場
作業台の別君主〈流しに集中性がみられる。
(b)水切りかどの使用場所
分析の結果は第16表に示す。
即ち，F型の場合政準備台に置いて使用する
のが58~杉と集中性がみられ，ついで調理台を使
用するのが18~杉であった。
とれに反して， S型の場合は調理台が60%と
最頻値を示し，流しに置いて使用するのが13
%，その他に分散している。
以上の如く後片づけの場合も，準備台は大い
に役立っている。
結び
以上，集合住宅における調理作業について，
作業台の相異による作業の流れを時間的，空間
的に分析検討を試みた。
即ち，かかる狭小主主台所空間で， しかも平面
的に極めて縮小された作業台の場合，あらゆる
作業は調理台が中心に行われるものであり，準
備台はその名の如〈単tz:調理前段の準備作業
〈下椿え)のための作業台ではた〈して，むしろ調理作業会過程における，弾カ性のある「流しJ
K隣接した AllPurpose Stand としての機能を多〈要求せられるものであり，いわゆる準備台
はとのよう汝性格において，大いに作業の適正君主流れに役立ち，作業能率と作業動作の快適さを高
めているととを明らかにしている。
とれに反して， r流し」中心の作業台の場合は， 調理作業のあらゆる過程において，作業能率の
( 8 ) 
野々村・下河内 ;台所開業台について - 85ー
上にも， また使い勝手の上においても，極めて不適正念笑態を示している。
他面，わが国における集合住宅の現況は，種Aの要因から1住戸当りの床面積に対する強い制約
があり，とれがPlanningの上において，結局台所の平面構成に鍍幽され，台所作業台の基準寸法
の設定にまで大き〈影響を与えているととは認め怠ければたら君主い。
しかし，とれば本質的には別に解決せられるべき問題であるばかりで放し仮りにとの制約を容
認したとしても，台所の Planningにおいて， 最優先 して考慮せらるべきととは調理作業であり，
他の問題との関連がとれに優先するが如き平面計画は，真の台所の Planningというととは出来危
v、。
ま?と「流しJ中心式の作業台と比較して，前記の如<.調理作業の金過程において，極めて作業
能率と作業動作の快適さを高めている AllPurpose Standとしてのいわゆる準備台を流れ式作業
台に附加するととが，極めて限られた台所空間といえども，台所の平面構成の上に大きい障害を与
えるものであるとは，対象住戸の台所平面を十分検討するととにようても考えるととは出来君主い。
以上， 分析の結果より考察して， とれからの集合住宅における台所作業台の計画に対しては，
「流し」中心式のS型作業台の設定よりは，r流れ式」作業台の流しに隣接して，最小限第3図程度
のいわゆる準備台の併設が絶対に必要であるといわねばたらたい。
お わりに
Motion-Studyの方法論としての8mm験函による撮影を行うた結果においても，同様の結論に
到達し夫ととを附記する。
主主おまた産業工学等における厳密たる Time-Studyの方法論による台所作業台の検討は，家庭
生活における主婦の調理作業という Delicacyを考えるとき，種々問題をもっているが，との方法
による検討も早急に行って，さらに叙上の結論をかためたいと考えている。
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Summary 
On the study of working table in the kitchen， emphatically in case of the 
multiple dwelling house in our country. the "Nagare system" -it has prep-
訂 ationtable and next placed in the order of the cooking table， sink and 
heating table-was superior beyond all comparison with the "Point system" 
-it has no preparation table and sink is placed in the center. 
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